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　県内の中小企業から機械装置の稼働状況をIoT（Internet of Things）の技術を用いて監視をしたいとの相談が
増えている。工場内で稼働しているIoTの機能が搭載されていない機械装置を監視するためには、機械装置に対
応したIoT機器を開発して取り付ける必要があるため、開発を行うための技術支援を実施している。一方、近年
ではAI（Artificial Intelligence）を用いた研究が注目されており、製造現場への応用が報告されている。
　そこで、本研究開発では、県内企業が使用しているIoT機能が搭載されていない機械装置を対象として、機械
装置本体に改造を加えずに稼働状況や保全予測を行うためのAIを用いた監視装置を開発することを目的とした。

１．緒　言

　近年、製造現場では、IoTやAIを用いた取り組み
が注目されている。工場のIoT 化で自動化が進めば、
生産年齢人口の減少で深刻化する人手不足の緩和な
ど、わが国製造業が抱える課題の解決にも繋がる［1］
ことが期待されている。そのため、これまでIoTを製
造現場に活用するための研究や報告がなされている
［2］［3］。
　長崎県内の企業からも、既存の機械装置を監視する
ために自社で使用している機械装置で使用可能なIoT
機器を開発したいという相談が増えている。これまで、
既存の機械装置の稼働状況を監視するために電流や振
動を計測し、監視する装置の開発を行ってきた［4］。
これまでに、開発したIoT装置を使用して頂いていた
ところ、取り付けることが難しいセンサの情報などを
用いた監視を行いたいなどの要望が出てきた。その中
で、センサは取り付けられないが、機械装置の制御画
面に装置各部の稼働状況やエラー情報などが表示され
る場合があり、制御装置の画面情報から必要な情報を
抽出できる可能性があるのではないかと考えた。
　一方、近年AI技術を用いた画像処理の研究開発が
数多くなされてきている。例えば、カメラ映像から人
物を認識する［5］、画像から特定の部分を高速に切り
出す［6］など映像処理に関してAI技術を用いることで
高度な処理が可能となってきている。
　そこで、本研究では機械装置の制御装置画面の映像
をカメラで収集すると共に、各種センサからの情報と
併せて、AI技術を用いて監視する監視装置を開発す
ることを目的とする。開発する装置は、既存のセンサ
からの情報を収集するセンサユニット部、AI処理を

行う監視制御装置部、制御装置の画面を切り替えるこ
とを想定して監視装置からキーボード操作を遠隔で行
うエミュレータ部を合わせた装置とした。研究の初年
度となる令和元年度は、監視装置のハードウェア構成
を検討し試作を行った。

２．システム構成

　開発するAIを用いた監視装置のシステム構成を図
１に示す。開発する装置は、機械装置に取り付けて電
流、振動、光、音などのデータを収集するセンサユニ
ット部、センサユニット部からのデータをデータベー
スに記録すると共に、カメラで機械装置の映像を撮影
し、必要な情報をAI技術で認識する監視制御装置部、
監視制御装置部からの指令で機械装置のキーボード操
作を行うエミュレータ部から構成されている。また、
監視制御装置部には、センサユニット部やカメラで取
得した情報をAI技術で解析し、稼働状況や保全予測
に関する監視結果をWeb画面で提供する機能を搭載
する。以下では試作したAIを用いた監視装置のハー
ドウェア構成について述べる。

３．監視装置のハードウェア構成

　本年度は、マイコンボードを用いてAIを用いた監
視装置のハードウェアを試作した。試作した監視装置
は、センサユニット部、監視制御装置部、エミュレー
タ部の３つの要素で構成されている。試作したセンサ
ユニット部の写真を図２に、監視制御装置部の写真を
図３に、エミュレータ部の写真を図４に示す。

　センサユニット部は、Espressif Systems社のWi-Fi
無線モジュールを内蔵するマイクロコントローラ
ESP32を用いて試作した［4］。図２に示したセンサユ
ニット部には電流、加速度、光を計測するセンサを搭
載しており、機械装置の消費電流、稼働時の振動、パ
トライトなどの光を計測し、監視制御装置に送信する
機能がある。センサユニット部は測定する対象機械に
より音、温度、圧力など使用するセンサを変えて複数
のものを試作した。Wi-Fiによる通信が可能であり、

複数台のセンサユニット部を対象の機械装置にあわせ
て取り付け、同時運用を可能とした。
　監視制御装置部は、Raspberry Pi 4Bマイコンボー
トを用いて試作した。画像入力のために使用したカメ
ラはLogicool社のWebカメラC920である。また、
プログラムの開発はpython3.7を使用し、Webフレ
ームワークとしてFlaskを用いた。また、画像処理に
はOpenCV、機械学習にはKeras、TensorFlow、デー
タベースはMySQLを用いた。
　エミュレータ部はArduino MEGAマイコンボード
にマイクロテクニカ社のキーボードエミュレーション
ボードUSBKBD-50を組み合わせて試作した。
　センサユニット部と監視制御装置部はWi-Fiによる
無線、エミュレータ部は有線でWi-Fiルータに接続し
て使用する。本年度は、監視制御装置部でのデータ収
集やWeb画面に表示するプログラムの試作と、AI学
習のための環境構築を実施した。

４．結　言

　IoT機能が搭載されていない機械装置からデータを
収集し、機械装置の稼働状況や予兆保全を行うために
AIを用いた監視装置を提案した。加えて、監視装置
のハードウェア部を試作し、センサデータや画像デー
タを収集する基本プログラムを製作し、各種センサか
らのデータ収集、カメラ映像の画像処理、キーボード
のエミュレートが可能であることを確認した。
　今後、試作した装置で取得したデータを基にAIを
用いて処理を行うプログラムを開発し、機械装置の稼
働状況、不具合発生の予兆監視を行う監視装置として
完成させる予定である。
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　センサユニット部と監視制御装置部はWi-Fiによる
無線、エミュレータ部は有線でWi-Fiルータに接続し
て使用する。本年度は、監視制御装置部でのデータ収
集やWeb画面に表示するプログラムの試作と、AI学
習のための環境構築を実施した。

４．結　言

　IoT機能が搭載されていない機械装置からデータを
収集し、機械装置の稼働状況や予兆保全を行うために
AIを用いた監視装置を提案した。加えて、監視装置
のハードウェア部を試作し、センサデータや画像デー
タを収集する基本プログラムを製作し、各種センサか
らのデータ収集、カメラ映像の画像処理、キーボード
のエミュレートが可能であることを確認した。
　今後、試作した装置で取得したデータを基にAIを
用いて処理を行うプログラムを開発し、機械装置の稼
働状況、不具合発生の予兆監視を行う監視装置として
完成させる予定である。
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